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2020年８月17日に製造販売承認を取得したファモチジン静注液10㎎/20㎎「サワイ」につきまして
は、ファモチジン注射用10㎎/20㎎「サワイ」と異なり、筋肉内投与はできません。両製剤には用
法・用量に相違がございますので、ご使用の際はご留意いただきますようお願い致します。

■添付文書記載の相違点

詳細は製品添付文書をご参照ください。

ファモチジン静注液10㎎/20㎎「サワイ」 ファモチジン注射用10㎎/20㎎「サワイ」

用
法
・
用
量

⃝上部消化管出血（消化性潰瘍、急性ストレス潰瘍、出血性胃炎
による）、Zollinger‐Ellison症候群、侵襲ストレス（手術後に集
中管理を必要とする大手術、集中治療を必要とする脳血管障
害・頭部外傷・多臓器不全・広範囲熱傷）による上部消化管出
血の抑制

通常、成人にはファモチジンとして1回20㎎を1日2回（12時間
毎）緩徐に静脈内投与する。又は輸液に混合して点滴静注する。
なお、年齢・症状により適宜増減する。
上部消化管出血及びZollinger‐Ellison症候群では、一般的に
1週間以内に効果の発現をみるが、内服可能となった後は経
口投与に切りかえる。
侵襲ストレス（手術後に集中管理を必要とする大手術、集中
治療を必要とする脳血管障害・頭部外傷・多臓器不全・広範
囲熱傷）による上部消化管出血の抑制では、術後集中管理又
は集中治療を必要とする期間（手術侵襲ストレスは3日間程
度、その他の侵襲ストレスは7日間程度）の投与とする。

⃝麻酔前投薬
通常、成人にはファモチジンとして1回20㎎を麻酔導入1時間
前に緩徐に静脈内投与する。

・上部消化管出血（消化性潰瘍、急性ストレス潰瘍、出血性胃炎
による）、Zollinger‐Ellison症候群、侵襲ストレス（手術後に集
中管理を必要とする大手術、集中治療を必要とする脳血管障
害・頭部外傷・多臓器不全・広範囲熱傷）による上部消化管出
血の抑制

通常、成人にはファモチジンとして1回20㎎を日局生理食塩液
又は日局ブドウ糖注射液20mLにて溶解し、1日2回（12時間毎）
緩徐に静脈内投与する。又は輸液に混合して点滴静注する。
又は、ファモチジンとして1回20㎎を日局注射用水1～1.5mL
に溶解し、1日2回（12時間毎）筋肉内投与する。
なお、年齢・症状により適宜増減する。
上部消化管出血及びZollinger‐Ellison症候群では、一般的に
1週間以内に効果の発現をみるが、内服可能となった後は経
口投与に切りかえる。
侵襲ストレス（手術後に集中管理を必要とする大手術、集中
治療を必要とする脳血管障害・頭部外傷・多臓器不全・広範
囲熱傷）による上部消化管出血の抑制では、術後集中管理又
は集中治療を必要とする期間（手術侵襲ストレスは3日間程
度、その他の侵襲ストレスは7日間程度）の投与とする。

・麻酔前投薬
通常、成人にはファモチジンとして1回20㎎を日局注射用水
1～1.5mLに溶解し、麻酔導入1時間前に筋肉内投与する。
又は、日局生理食塩液又は日局ブドウ糖注射液20mLにて溶
解し、麻酔導入1時間前に緩徐に静脈内投与する。

適
用
上
の
注
意

（該当なし） 1）筋肉内注射時：筋肉内注射にあたっては、組織・神経等への
影響を避けるため、下記の点に配慮すること。
⑴筋肉内投与はやむを得ない場合にのみ、必要最小限に行う

こと。同一部位への反復注射は行わないこと。特に新生
児、低出生体重児、幼児、小児には注意すること。

⑵神経走行部位を避けるよう注意すること。
⑶注射針を刺入したとき、激痛を訴えたり、血液の逆流をみ

た場合は、直ちに針を抜き、部位をかえて注射すること。
⑷注射部位に疼痛、硬結をみることがある。

2）アンプルカット時：本品はワンポイントアンプルなので、
マークを上にして下方へ折ること。なお、アンプルカット部�
分をエタノール綿等で清拭してからカットすることが望ましい。
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■ファモチジン静注液10㎎「サワイ」

【包装】
（ルアーフィットポリエチレンボトル）
ファモチジン静注液10㎎「サワイ」：（10mL）10管
ファモチジン静注液20㎎「サワイ」：（20mL）10管、50管

� 以上

（実物大）

■ファモチジン静注液20㎎「サワイ」

（実物大）
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